
 

 

 

 

 

 

１ 学校地域の概要 

PTA会長     吉 田   修 

おやじの会会長  橋 本 正 之 

校   長     松 村 祐 介 

児 童 数  ８１２人 

会 員 数    ６９３名（保護者６４２ 教職員５１） 

所 在 地    〒740-0022 

       岩国市山手町１丁目７番４１号 

 TEL 0827-21-7111  

 FAX 0827-22-3242 

 

 

（１）校区等の概要 

 本校は、県東部における大規模の学校であり、岩国市の中心校でもある。校区には国道

２号線等の交通量の多い道路が走り、大型のショッピングモールや繁華街も含まれる。 

 平成２９年度の学校教育目標は「主体的に学び未来を切り拓く、たくましい『麻里布っ

子』の育成」である。めざす児童像として「よく考える子」「やさしく親切な子」「元気

な強い子」を掲げ、学ぶ意欲にあふれ、自ら考え進んで学ぶ子、人の立場を考えて行動で

きる思いやりのある子、基本的な生活習慣を身に付けた健康な子の育成に取り組んでいる。 

 平成２６年度末から

コミュニティ・スクール

の指定を受け、安全ボラ

ンティアによる登下校

の見守り、花壇ボランテ

ィア、毎週月曜日の花生

け活動、夏休み学習会に

おける学習支援等、学

校・家庭・地域が連携し

て児童をよりよく育み、

地域とともにある学校

づくりをめざした取組

が展開されている。 

 

                      

                        【室の木台から見た麻里布小学校】 

 

親子のふれあいを深めながら、防災意識を高める PTA活動 

生きる力の育成 

麻里布小学校 PTA 

 

 

 

 

平成２９年度 



（２）PTA 組織及び活動について 

 PTA組織には、総務部、学年部、教養部、広報部、環境部、地域部があり、それぞれ委

員が選出されている。各部の活動内容の概要を以下に示す。 

 ◇総務部・・・PTA会長、PTA 副会長、書記、監査、顧問で構成 

PTA活動全体の企画運営 

 ◇学年部・・・担任の先生とのパイプ役 

運動会の後片付けや学校大掃除、6 年生の餅つき大会の企画運営 

 ◇教養部・・・図書整理、運動会におけるトイレの美化管理 

 ◇広報部・・・年 3回の PTA 新聞の発行 

 ◇環境部・・・登下校時の安全配慮活動、夏休みの街頭パトロール 

 ◇地域部・・・子ども会行事のお世話 

                    ※総務部以外の各部には、部長や副部長を置く。 

  

 また、委員以外の PTA 会員は、ベルマーク

収集及び整理、夏休み大掃除、講演会参加、餅

つき大会における支援、持久走大会支援のいず

れかの学校支援活動に協力する「一家庭一活動」

に参加している。 

 このように、すべての PTA 会員が教育活動

を支えている仕組みは、本校の PTA 活動の特

色であると言える。 

                                       

                                                【ベルマーク収集・整理】 

 さらに、PTA 会員の有志で組織・運営している「おやじの会」は、学校施設の修繕、児

童の安全の見守り、運動会や餅つき大会の手伝い等、様々な場面において学校の教育活動

を支援している。（本年度おやじの会登録者数４１名） 

 

【夏休みの街頭パトロール（左）・校門の錆落とし及び再塗装（右）】 

 

 

 



３ 研究テーマについて 

 

親子のふれあいを深めながら、防災意識を高める PTA 活動 

 

 台風、ゲリラ豪雨、地震等、自然の脅威は突然襲いかかってくる。そのような脅威に対

し、児童が自らの安全を守ることができる力、すなわち「防災対応能力」を身に付けさせ

ることが大切である。 

 この力の育成に向け、学校では、様々な場を想定した避難訓練や危険予測学習等に意図

的、計画的に取り組んできている。保護者にも、緊急時における児童引き渡し訓練への参

加協力を呼びかけたところ、９０％を超える参加者があり、防災意識が高まっている気運

も実感している。 

 また、平成２８年４月に起きた熊本地震の様子は、テレビ等を通して、児童や保護者の

記憶にも新しく、車中や避難先で寝起きしなければならない状況の過酷さについても、あ

る程度は理解しているものと考える。 

 このような状況の中、体験活動を通して親子で防災について学ぶ機会を設けることは、

児童や保護者の防災意識をさらに高め、より確かな防災対応能力の獲得に繋がるものと考

え、本テーマを設定することにした。   

 

４ 活動内容 

 昨年度、おやじの会からの「夏休みに親子でキャンプがしたい」という申し出を受け、

おやじの会会長、PTA 会長及び副会長、校長、

教頭で話し合った。この話し合いを通して、

熊本地震を対岸の火事にせず、本校の児童や

保護者が防災に対して関心を高める契機とな

るよう防災キャンプを実施することになった。 

 そして、本テーマである「親子のふれあい

を深めながら、防災意識を高めること」をめ

ざし、本年度も引き続き「夏休み親子防災キ

ャンプ」を実施することにした。 

 

（１）実施までの流れ 

 ◇右に示した参加者募集のお知らせを、全 

  保護者に配付（６月２８日） 

 ◇参加者（保護者）を対象とした事前説明 

  会の開催（７月１０日） 

  ・持参物や食物アレルギーの有無の確認 

 ◇前日準備（８月１８日） 

・市役所から必要物品の貸し受け 

 ◇親子防災キャンプ実施 

      （８月１９日～２０日） 

 



（２）活動の実際 

①事前説明会〔７月１０日（月）１８：３０～１９：２０〕 

 今年度、防災キャンプに申込みをしたのは、児童４５名、保護者１６名の計６１名であ

った。事前説明会には、約２０名の保護者が参加し、おやじの会会長の説明を聞いた後、

不明な点についての質疑応答がなされた。 

 

③前日準備〔８月１８日（金）１５：００～１６：３０〕 

 市の水道局より、 

給水バッグを１０

袋提供していただ

き、事前にその使用

方法についての講

習を受けた。 

  また、市の危機管

理課から、災害用移

動炊飯器を２セッ

ト借りた。 

 

 

 



③親子防災キャンプ〔８月１９日（土）１３：３０～２０日（日）１１：００〕 

 両日のタイムスケジュールを以下に示す。 

８／１９（土） 「児童・保護者」 「おやじの会」

13:30 集合（打合せ・準備）

14:00 集合・開会式 受付

14:30 和凧づくり（講堂or工作室） 和凧づくり（講堂or工作室）和凧づくり（講堂or工作室）

15:00 　　↓ ↓　　↓　

15:30 　　↓ 受付・おくど準備

16:00 　　↓ 夕食準備（カレー作り、湯沸かし等）

16:30 給水体験 夕食準備・給水実演＆補助

17:00 簡易炊飯体験 夕食準備

17:30 テント設営 　　↓（テント設営）

18:00 　　↓

18:30 夕食（カレー） 夕食・片付け

19:00 片付け

19:30 防災のお話〔危険予測学習〕（講堂） 片付け

20:00

20:30

21:00 就寝準備 就寝準備（ランタン設置等）

21:30 就寝（テント） 　　↓

22:00 見回り

22:30 　　↓

23:00 見回り

８／２０（日） 「児童・保護者」 「おやじの会」

5:30 起床・荷物の片付け

6:00 起床・荷物の片付け 朝食準備（パン・牛乳）

6:30 朝食 朝食

7:00 テントの片付け テントの片付け・側溝のふた上げ

8:00 大掃除 大掃除

9:00 　　↓ 側溝のふたの復旧

10:30 凧あげ 凧あげ

11:00 閉会式 閉会式

２０１７麻里布小学校おやじの会主催「防災キャンプ」　タイムスケジュール

※Ａ班：天体観測→水浴び（水着）
   Ｂ班：水浴び（水着）→天体観測

天体観測補助・水浴び補助

※Ａ班・・・１，２，３，４班　　Ｂ班・・・５，６，７，８班　　　班編制は別紙参照

 



 前掲のタイムスケジュールの中から、防災キャンプに関連した内容を取り上げ、活動の

実際を説明していく。 

◆給水体験 

 市の水道局職員から給水バッグの取扱説明を受けたおやじの会会長が、防災キャンプ参

加者に使い方の説明をした。その後、グループに分かれて給水バッグに水を入れ、手洗い

体験をした。普段は何気なく使っている水の大切さを児童は改めて実感したようであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆簡易炊飯体験 

 おやじの会会員や防災キャンプ参加の保護者がカレーを作る間に、児童は、簡易炊飯袋

（市の危機管理課から１００枚寄贈）に米１合と水１８０cc を入れ、輪ゴムで止めた。こ

れを大釜で３０分程度茹でると、袋の中でご飯が見事に炊き上がり、参加者一同驚いてい

た。簡易炊飯袋の代替として、レジ袋等も使用できるらしい。カレーも大変おいしかった

が、避難生活における苦労を偲ぶ声や、日頃からの備えの必要性を実感した声などが参加

者から聞こえてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

◆テント設営 

 岩国市立東小学校からテントを２１張り借り受け、事前に組み立てを体験していたおや

じの会会員が、組み立て方を説明した。４年生までの児童は保護者と、５年生以上の児童

は、児童同士で協力してテントを設営した。約１時間後、借り受けた２１張りと、保護者

が持参したテント２張りを合わせた、計２３張りが無事設営された。夜は暑苦しく、なか

なか寝付けない児童もいたが、やがてどのテントからも寝息が聞こえてきた。 

 



◆防災のお話 

 市の危機管理課職員を講師として招聘し、防災に関するお話をしていただいた。児童に

とっては多少難しい内容もあったが、給水体験や簡易炊飯体験、テント設営等、様々な体

験を経た後であったためか、どの児童も最後まで真剣に聞いていた。 

 

５ 成果と課題 

 本年度も昨年度とほぼ同数の参加者で「夏休み親子防災キャンプ」を行うことができた。

参加者の中には、昨年度に引き続いて参加してくださった方々もいて、防災に対する関心

の高まりを感じた。また、防災キャンプを行うに当たり、本年度も地域の自治体連合会か

ら、野菜等の食材を快く供出していただいたり、水道局や市の危機管理課の協力をいただ

いたりすることができた。このように学校・家庭・地域が一体となり、よりよい麻里布っ

子を育成し、麻里布地区を盛り上げていこうとする

気運の高まりを、今後も大切にしていきたい。 

 ところで、昨年度の活動内容と大きく変えた点は、

宿泊方法である。昨年度は体育館に段ボールを敷い

て寝泊まりしたが、今年度はテント泊を試みた。災

害で避難生活を余儀なくされた場合に、実際にやら

ざるを得ないことを事前に体験しておくことは、組

織や個々人の防災対応能力の向上に繋がるものと

考える。そのためにも、今後は以下の点について検

討を重ね、工夫していく。 

 ・給水車の申請（平日であれば、要請に応じてもらえる） 

 ・テントの備蓄（東小学校のように数年間かけてテントを備蓄できるよう予算化する）  

・災害時の連絡の取り方や役割分担等について、親子でシミュレーションする活動 

・おやじの会会員の増員 

 今後も「親子防災キャンプ」の需要は、有り続けると考える。いざというときに本キャ

ンプでの経験が生きて働く力となるようにしていきたい。 

 


